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に入れて内部に入れたもの，何も入れないものの 3 種類のタイプを湾内 2 か所に合計 15
基ずつ設置した。 
 













つながることが分かった。第 5 章では研究全体をまとめた。 
 
 瀬戸内海において同様に貧栄養な他海域において，漁獲量向上のために下水道の緩和運
転が行われているが，漁礁の設置はそれに加えて考えられ得る重要な施策の一つになり得
る。本研究で漁礁に使用した間伐材やカキ殻は地元において産出される産業副産物であり，
これらを有効に使うことは，森の生態系の管理と海域の漁獲量向上を同時に行えることか
ら，循環型社会形成に寄与することが期待される。このような意義をもつ間伐材漁礁の効
果を定量的に評価した意義は大きい。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
